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井
上
さ
ん
は
京
田
辺
市
出
身
で
、
大
学
の
商

学
部
を
卒
業
し
た
後
、
約
２
年
間
、
不
動
産
仲

介
会
社
で
働
い
て
い
ま
し
た
が
、
将
来
、
自
分

で
何
か
商
売
が
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
た
と

き
に
、
野
外
で
体
を
動
か
す
こ
と
や
動
植
物
を

育
て
る
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
選
択

肢
の
１
つ
と
し
て
農
業
を
検
討
し
ま
し
た
。

  

華
や
ぎ
観
光
農
園
と
の
出
会
い

　
農
業
に
つ
い
て
、
実
際
に
ど
う
い
っ
た
仕
事

を
す
る
の
か
、
本
当
に
生
計
を
立
て
て
い
け
る

の
か
と
考
え
出
し
た
と
き
に
、
近
く
で
イ
チ
ゴ

狩
り
を
行
っ
て
い
る
農
園
が
あ
っ
た
こ
と
を
思

い
出
し
、
見
学
も
兼
ね
て
友
人
と
訪
問
し
た
先

が
、
現
在
勤
め
て
い
る
『
華
や
ぎ
観
光
農
園
』

で
し
た
。

　
イ
チ
ゴ
農
家
へ
の
就
農
を
考
え
た
理
由
は
、

イ
チ
ゴ
が
昔
か
ら
大
好
き
だ
っ
た
こ
と
に
加

え
、
手
間
が
少
な
い
イ
チ
ゴ
狩
り
の
手
法
に
特

に
興
味
が
あ
っ
た
た
め
で
す
。

　
訪
問
時
に
、
直
接
農
園
の
方
と
話
す
中
で
、

後
継
者
不
足
と
い
う
課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と

を
知
り
、「
イ
チ
ゴ
農
家
に
興
味
を
持
っ
て
い

ま
す
。」
と
伝
え
、
週
に
一
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
休
日
に
農
作
業
の
手
伝
い
に
通
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
約
１
年
後
の
平
成
30
年
１
月
に
華
や
ぎ
観
光

農
園
に
就
職
し
、
現
在
イ
チ
ゴ
栽
培
や
観
光
イ

チ
ゴ
園
の
運
営
な
ど
を
学
ん
で
い
ま
す
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
イ
チ
ゴ
の
ま
ち
を
語
ろ
う
！！
」

― 

集
ま
れ 
イ
チ
ゴ
栽
培
し
た
い
人
、
イ

チ
ゴ
ス
イ
ー
ツ
食
べ
た
い
人
、
イ
チ
ゴ

大
好
き
な
人 

― 

井
上
さ
ん
も
来
る
よ

▼�

日
時　
12
月
１
日
㈰　
午
後
２
時
～

４
時

▼
場
所　
町
立
図
書
館
集
会
室
（
１
階
）

▼�

内
容　
府
内
最
大
級
の
栽
培
面
積
を

誇
る
「
イ
チ
ゴ
」
は
、
精
華
町
の
特

産
品
で
す
。
今
回
、
イ
チ
ゴ
生
産

者
、
町
内
外
の
ス
イ
ー
ツ
店
、
農
業

に
関
連
し
た
学
研
企
業
の
研
究
者
や

農
商
工
連
携
に
詳
し
い
研
究
者
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
、
イ
チ

ゴ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
話

し
合
い
ま
す
。

　

�　
農
業
に
関
心
の
あ
る
方
、
ス
イ
ー

ツ
に
関
心
の
あ
る
方
、
と
に
か
く
イ

チ
ゴ
が
好
き
な
方
、
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

▼�

申
込
方
法　
11
月
25
日
㈪
ま
で
の
平

日
午
前
８
時
30
分
～
正
午
・
午
後
１

時
～
５
時
に
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
で
次
の
と
こ
ろ
へ
。

ｑ
産
業
振
興
課
農
業
振
興
係
／

　 

ｔ
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一
緒
に
始
め
た
友
人
が
辞
め
る

　
就
職
後
、
将
来
を
夢
見
て
一
緒
に
農
園
に
入

社
し
た
同
級
生
二
人
が
辞
め
て
し
ま
う
出
来
事

が
あ
り
ま
し
た
。

　
私
自
身
は
、
今
も
始
め
た
と
き
と
変
わ
ら
な

い
思
い
で
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
こ

の
経
験
か
ら
、
農
業
は
、
作
物
の
日
々
の
成
長

を
観
察
す
る
こ
と
や
、
も
の
づ
く
り
に
対
し
て

面
白
さ
を
感
じ
な
い
と
続
け
る
こ
と
が
難
し
い

仕
事
な
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

  

周
り
の
支
援
を
受
け
て

　
就
農
後
、
特
に
機
械
や
道
具
の
使
い
方
に
戸

惑
う
こ
と
が
多
く
、
見
て
理
解
で
き
て
も
、
実

際
に
自
分
で
や
っ
て
み
る
と
う
ま
く
い
か
な
い

こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。

　
農
業
で
使
用
す
る
機
械
な
ど
は
高
額
で
、
使

い
方
も
分
か
ら
ず
１
人
だ
け
で
始
め
る
ら
れ
る

よ
う
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
周
り
の
皆
さ
ん
に
機
械
や
道
具
を
貸
し
て
い

た
だ
い
た
り
、
一
か
ら
教
え
て
も
ら
う
な
ど
助

け
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
少
し
ず
つ
技
術
が
身

に
つ
い
て
く
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
農
業
は
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
非
常
に
強
い

仕
事
で
も
あ
り
、
周
り
の
皆
さ
ん
の
支
援
が
な

け
れ
ば
続
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

  

ス
イ
ー
ツ
×
イ
チ
ゴ
の
取
り
組
み

　
イ
チ
ゴ
は
、
通
常
、
冬
か
ら
春
が
栽
培
シ
ー

ズ
ン
で
す
が
、
現
在
、
新
た
に
夏
か
ら
秋
に
か

け
て
収
穫
で
き
る
品
種
の
栽
培
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
京
都
府
南
部
の
夏
は
と
て
も
暑
く
、
こ
の
季

節
に
イ
チ
ゴ
を
栽
培
し
た
事
例
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
ミ
ス
ト
や
循
環
扇
の
設
置
な
ど
の
工
夫
に

よ
り
、
今
年
度
、
真
夏
を
除
い
て
収
穫
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
栽
培
し
て
い
る
夏
秋
イ
チ
ゴ
は
、
果
実
糖
度

が
高
く
、
香
り
も
強
い
こ
と
か
ら
、
ス
イ
ー
ツ

に
適
し
て
お
り
、
収
穫
し
た
イ
チ
ゴ
を
地
元
の

ス
イ
ー
ツ
店
で
使
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

（
表
紙
写
真
）。
ま
だ
品
質
や
収
穫
量
な
ど
課

題
は
あ
り
ま
す
が
、
お
互
い
に
協
力
し
て
ス

イ
ー
ツ
と
イ
チ
ゴ
で
町
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

  

農
業
、
イ
チ
ゴ
へ
の
思
い

　
農
業
に
携
わ
る
者
と
し
て
一
番
嬉
し
い
こ
と

は
、
自
分
が
作
っ
た
も
の
を
美
味
し
い
と
食
べ

て
も
ら
え
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
味
に
こ

だ
わ
り
、
日
々
研
究
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
井
上
さ
ん
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
最
後
に
、

「
自
分
の
仕
事
ぶ
り
見
て
、
農
業
を
始
め
よ

う
、
イ
チ
ゴ
農
家
に
な
ろ
う
と
す
る
若
い
人
が

増
え
る
く
ら
い
魅
力
的
な
仕
事
を
し
て
い
き

た
い
。
共
に
働
く
若
い
農
業
者
を
増
や
し
た

い
。」
と
意
気
込
み
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

未
来
の
担
い
手
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
農
業
の
「
担
い
手
不
足
」
は
大
き
な
課
題
で

す
。
井
上
く
ん
の
取
り
組
み
で
、
新
規
就
農
者

が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

「
美
味
し
い
イ
チ
ゴ
を
作
り
、
精
華
町
を
関
西
圏
で
有
名
な
イ
チ
ゴ
の
一
大
産
地
に
し
た
い
」
と
話
す
、
青
年
農
業
者
の

井
上 

拓
さ
ん
（
25
歳
）
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

美お

味い

し
い
イ
チ
ゴ
を

　
　
　
　
　
　
追
い
求
め
て 青年農業者

井上 拓
た く

さん

ハウスでイチゴの管理をする井上さん

華やぎ観光農園 山田 春富園長 夏秋イチゴ

23 NovemberNovember
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Ｄ
Ｖ
と
は
、
配
偶
者
や
恋
人
な
ど
か
ら
振
る
わ

れ
る
暴
力
の
こ
と
で
す
。
被
害
者
に
は
男
性
も

い
ま
す
が
、
被
害
者
の
多
く
は
女
性
で
す
。

◆
身
体
的
な
暴
力
だ
け
が
Ｄ
Ｖ
？

　
殴
る
・
蹴
る
と
い
っ
た
身
体
的
Ｄ
Ｖ
以
外
に

も
、
暴
言
や
無
視
を
続
け
て
相
手
を
追
い
つ
め

る
精
神
的
Ｄ
Ｖ
、
必
要
な
生
活
費
を
渡
さ
な
い

経
済
的
Ｄ
Ｖ
な
ど
、
左
図
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま

な
Ｄ
Ｖ
が
あ
り
ま
す
。

◆
な
ぜ
大
切
な
人
に
Ｄ
Ｖ
を
す
る
の
？

　
そ
れ
は
相
手
を
自
分
に
従
わ
せ
て
思
い
通
り

に
支
配
し
た
い
か
ら
で
す
。
相
手
を
所
有
物
や

格
下
と
考
え
、
夫
婦
や
恋
人
関
係
で
は
自
分
が

優
位
に
立
ち
た
い
、
支
配
者
で
い
た
い
の
で
す
。

　
Ｄ
Ｖ
は
、
相
手
を
自
分
に
従
わ
せ
る
た
め
、

相
手
が
自
分
に
従
わ
な
い
罰
、
自
分
の
イ
ラ
イ

ラ
解
消
の
た
め
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
行

わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
ふ
た
り
の
間
に
役
割
分

担
や
得
意
不
得
意
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
配
偶

者
や
恋
人
は
人
と
し
て
対
等
な
関
係
で
あ
り
、

主
従
関
係
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
複
雑
な
心
理

　
Ｄ
Ｖ
を
受
け
る
と
、
不
安
や
恐
怖
か
ら
相
手

の
顔
色
を
見
て
、
相
手
を
怒
ら
せ
な
い
よ
う
に

行
動
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
相
手
が
ど
う
思

う
か
が
行
動
の
基
準
に
な
り
、
自
分
の
感
情
を

封
じ
込
め
て
い
く
の
で
す
。
し
か
し
、
ど
ん
な

に
努
力
し
て
も
Ｄ
Ｖ
を
受
け
続
け
る
と
、
何
を

し
て
も
無
駄
だ
と
感
じ
、
状
況
を
変
え
る
こ
と

を
諦
め
、
生
き
延
び
る
た
め
に
Ｄ
Ｖ
の
あ
る
環

境
に
何
と
か
な
じ
も
う
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
Ｄ
Ｖ
を
受
け
る
の
は
自
分
が
悪
い

か
ら
」
と
加
害
者
に
思
い
込
ま
さ
れ
て
い
た

り
、「
自
分
さ
え
我
慢
す
れ
ば
済
む
」
と
問
題

の
深
刻
さ
に
気
付
い
て
い
な
か
っ
た
り
、「（
Ｄ

Ｖ
は
）
自
分
を
愛
し
て
い
る
か
ら
だ
」
と
愛
情

と
Ｄ
Ｖ
を
混
同
し
て
い
た
り
し
て
、
被
害
者
が

現
実
を
認
識
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ｑ
人
権
啓
発
課
男
女
共
同
参
画
係　

　
ｔ
95

－

１
９
１
９

Ｄ
Ｖ
に
気
付
い
て
く
だ
さ
い
⑴  

男
女
共
同
参
画
ミ
ニ
通
信
　
　
84
vol.

｢自分らしく｣生きる
精華町人権展2019

女性に対する暴力をなくす運動期間

　国連は、世界人権宣言が採択されたことを記念し、宣言が採択された12月10日を「人権デー
（Human Rights Day）」 と定め、国連加盟国などに人権啓発に関する行事を実施するように呼びかけて
います。
　我が国では、法務省と全国人権擁護委員連合会において、この12月10日を最終日とする１週間を

【人権週間】と定め、全国各地で人権啓発活動を実施しています。
　精華町でも精華町人権啓発推進委員会を中心に、この【人権週間】にちなんで精華町人権展2019を実
施します。この機会に、人権について見つめ直し、一人ひとりの人権尊重の意識を高めていきましょう。
　ｑ人権啓発課啓発係ｔ95－1919

人 KENあゆみちゃん
人権イメージキャラクター

　人KENまもる君

　

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン

ス
）
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
児
童
虐
待
な
ど
の

被
害
者
所
在
地
情
報
が
記
載
さ
れ
た
住
民
票
の

写
し
な
ど
に
つ
い
て
、
支
援
措
置
と
し
て
他
者

か
ら
の
請
求
を
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
手
続
き
に
は
、
申
し
出
が
必
要
で
す
（
期
間

は
１
年
間
で
延
長
可
能
）。
対
象
者
は
、
町
の

住
民
基
本
台
帳
ま
た
は
戸
籍
の
附
票
に
記
載
さ

れ
て
い
る
方
で
、
右
記
の
被
害
者
で
あ
り
、
か

つ
警
察
な
ど
の
機
関
に
相
談
し
て
い
る
方
で

す
。
支
援
措
置
申
出
書
【
注
】
に
運
転
免
許
証

な
ど
の
本
人
確
認
書
類
を
添
え
て
、
町
役
場
・

総
合
窓
口
課
（
２
階
）
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　
申
し
出
後
、
警
察
な
ど
関
係
機
関
へ
の
事
実

 

あ
な
た
の
情
報
守
る
「
支
援
措
置
」

確
認
を
行
い
ま
す
。
支
援
が
必
要
と
判
断
し
た

場
合
は
、
加
害
者
か
ら
の
不
当
な
目
的
に
よ
る

「
住
民
票
の
写
し
」「
戸
籍
の
附
票
の
写
し
」

「
住
民
基
本
台
帳
の
一
部
の
写
し
の
閲
覧
」
の

請
求
に
は
応
じ
ま
せ
ん
。
第
三
者
か
ら
の
交
付

申
請
も
、
厳
格
に
審
査
し
ま
す
。

　
ま
た
、
成
り
す
ま
し
防
止
の
た
め
、
代
理
人

や
郵
送
請
求
に
は
原
則
と
し
て
応
じ
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
次
の
と
こ
ろ
ま
で
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

【
注
】
総
合
窓
口
課
や
木
津
警
察
署
な
ど
に
置
い
て
い

る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

ｑ
総
合
窓
口
課
戸
籍
住
民
係
ｔ
95

－

１
９
１
５

人権週間12月４日（水）～10日（火）

　
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
ｔ
０
５
７
０

－

０
７
０

－

８
１
０
）
で
は
、
人
権
擁
護
委
員

や
法
務
局
職
員
が
、
女
性
が
受
け
る
Ｄ
Ｖ
や
セ

ク
ハ
ラ
な
ど
の
被
害
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
受
付
時
間
は
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
（
平
日
）
で
す
。　

女
性
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
11
月
11
日
㈪
～
17
日
㈰
は
、
全
国
一
斉
「
女

性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
と
し

て
、
受
付
時
間
を
拡
大
。
15
日
㈮
ま
で
は
、
午

後
７
時
ま
で
受
付
時
間
を
延
長
、
16
日
㈯
と
17

日
㈰
は
午
前
10
時
～
午
後
５
時
ま
で
受
け
付
け

ま
す
。

ｑ 

京
都
地
方
法
務
局
ｔ
０
７
５

－

２
３
１

－

０
１
３
１

人権標語懸垂幕の掲示　　　　　　　　　　　　　　　　早朝駅前街頭啓発
▶日　程　11月26日（火）～ 12月10日（火）　　　　　　▶日　程 　12月２日（月）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▶場　所　 町内各駅前
特設人権ぷらざ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子育て支援講演会（人権講座）
▶日　程　11月26日（火）～ 12月10日（火）　　　　　　▶詳細は27ページをご覧ください。
▶場　所　町立図書館前交流スペース（町役場２階）　　 精華町人権シネマサロン
▶内　容　町内の小中学生の人権啓発ポスターを展示　　▶詳細は11月１日（金）配布チラシ、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　または町ホームページをご覧ください。

主　催　精華町人権啓発推進委員会・精華町
ｑ精華町人権啓発推進委員会事務局（人権センター内）ｔ94－3696

書籍・絵本の紹介
▶日　程　11月30日（土）まで
▶場　所　町立図書館
▶内　容　 女性に対する暴力やＤＶ、虐待などに関す

る書籍や児童向けの絵本などを紹介。
ｑ町立図書館ｔ95－1911

パネル展示など
▶日　程　11月18日（月）～ 24日（日）
▶場　所　 町立図書館前交流スペース（町役場２階）
▶内　容　・ 女性への暴力根絶を訴える啓発活動

「パープルリボン・プロジェクト」の一
つとして、パネル展示。

　　　　　・ＤＶなどに関する啓発映像も上映。
　　　　　　（土・日曜日・祝日は除く）
ｑ人権啓発課男女共同参画係ｔ95－1919

さまざまな DV
　 身体的ＤＶ
・ 殴る、蹴る、突き

飛ばす
・物を投げつける
・刃物を突きつける
・引きずり回す
・首をしめる
　　　　など

　　経済的ＤＶ
・生活費を渡さない
・借金をさせる　
・働くことを許さない
　　　　など

　　 精神的ＤＶ
・大声でどなる、脅す
・馬鹿にする、侮辱する
・大切にしている物を壊す
・何を言っても無視する
　　　　　など

　　性的ＤＶ
・セックスを強要する
・避妊に協力しない
・ 嫌がっているのにポ

ルノを見せる
・中絶を強要する　
　　　　など

　　 社会的ＤＶ
・ 電話やメール等を細か

くチェックする
・ 家族や友人との交友関

係を制限する
・ 外出を制限し、周囲か

ら孤立させる
　　　　　など

子どもを巻き込んだＤＶ
・ 子どもの目の前で暴力

をふるう
・ 「子どもに危害を加え

るぞ」と脅す
　　　　など
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町役場関係部署などのファクス番号・Eメールアドレスは30ページに掲載しています。

　
９
月
４
日
㈬
、
京
都
府
民
総
合

交
流
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
た
、
第

68
回
京
都
府
社
会
福
祉
大
会
で
、

京
都
府
社
会
福
祉
事
業
功
労
者
の

表
彰
が
行
わ
れ
、
本
町
よ
り
民
生

児
童
委
員
の
加
藤�

博
さ
ん
（
精

華
台
二
丁
目
）
が
京
都
府
知
事
表

彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
15
年
間

の
長
き
に
わ
た
り
、
民
生
児
童
委

員
と
し
て
、
誠
心
誠
意
、
従
事
貢

献
し
て
こ
ら
れ
た
功
績
に
対
し

て
、
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

社
会
福
祉
事
業
功
労
者
京
都
府
知
事
表
彰

　
精
華
町
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
が
募
集
し

た
令
和
元
年
度
青
少
年
健
全
育
成
標
語
の
表
彰

作
品
が
、
こ
の
ほ
ど
決
定
し
ま
し
た
。

　

標
語
は
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
で
健
や
か
な

心
を
育
み
、
青
少
年
の
健
全
育
成
や
あ
い
さ
つ

運
動
推
進
へ
の
意
識
高
揚
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

小
学
５
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
の

１
６
２
６
人
が
応
募
。
選
考
会
で
の
審
査
を
経

て
、
次
の
10
点
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
（
敬

称
略
）。
最
優
秀
作
品
は
、
啓
発
用
の
ぼ
り
旗

な
ど
に
使
用
し
ま
す
。

▼
小
学
生
の
部
（
応
募
６
８
５
点
）

　
◆
最
優
秀
賞

　
　
言
っ
て
み
よ
う�

　
　
　
　
心
を
こ
め
て�

　
　
　
　
　
　
「
あ
り
が
と
う
」

�

（
東
光
小
６
・
杉
島
珠み

瑠る

）

　
◆
優
秀
賞

　
　
・�

無
く
そ
う
「
い
じ
め
」
広
げ
よ
う
「
あ

い
さ
つ
」（
精
北
小
６
・
渡
辺
夕ゆ

郁か

子こ

）

　
　
・�「
大
丈
夫
？
」�

そ
の
一
言
が�

救
い
の
手

（
川
西
小
６
・
井
上
沙さ

紀き

）

　
　
・�

あ
い
さ
つ
を�

は
じ
め
る
た
め
に
は�

え

が
お
か
ら
（
山
田
荘
小
５
・
大
西
ゆ

ら
）

　
　
・�

み
ん
な
見
て
る�

悪
い
行
動�

そ
の
心

（
精
華
台
小
６
・
加
来
真ま

里り

奈な

）

▼
中
学
生
の
部
（
応
募
９
４
１
点
）

　
◆
最
優
秀
賞

　
　
町
中
の

　
　
　
　
笑
顔
を
て
ら
す

　
　
　
　
　
　
「
こ
ん
に
ち
は
」

�

（
精
華
南
中
３
・
田
中
天あ

お

い
央
衣
）

　
◆
優
秀
賞

　
　
・�

誰
か
の
思
い
を
受
け
止
め
て
、
助
け
て

あ
げ
よ
う
、
僕
た
ち
で
（
精
華
中
１
・

デ
ネ
ッ
テ
ィ
蓮れ
ん
）

　
　
・�

あ
い
さ
つ
で�

つ
な
が
り
広
が
る�

精
華

の
輪
（
精
華
中
３
・
塚
本
瑛え
い
太た

）

　
　
・�

気
づ
い
て
る
？�

強
が
る
君
の�

心
の
弱

さ
（
精
華
西
中
２
・
久
一
優ゆ

月づ
き
）

　
　
・�

そ
の
言
葉�

ほ
ん
と
に
い
い
の
？�

考
え

て
（
精
華
西
中
３・三
澤
茉ま

友ゆ

子こ

）

ｑ 

精
華
町
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
事
務
局

（
生
涯
学
習
課
内
）
ｔ
95

－

１
９
０
７

｢

健
全
な
心｣

育
む
標
語
表
彰

　
今
年
も
11
月
17
日
㈰
に
開
催
さ
れ
る
、
せ
い

か
祭
り
と
子
ど
も
祭
り
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
が
出
展
し
ま
す
。
け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ
会

場
で
は
、
毎
年
恒
例
の
町
の
花
「
バ
ラ
」
と
堆

肥
化
事
業
で
で
き
た
「
堆
肥
」
を
数
量
限
定
で

無
料
配
布
し
ま
す
。
ブ
ー
ス
で
は
入
会
希
望
の

方
、
仕
事
依
頼
の
方
の
受
け
付
け
も
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
祭
り
会
場
で
は
会
員
が
子
ど

も
た
ち
の
毛
筆
の
書
き
方
指
導
を
行
い
ま
す
。

　
書
き
方
は
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く
大
人
の
方

も
楽
し
め
る
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
た

く
さ
ん
の
来
場
を
お
待
ち
し
て
ま
す
。

▼
入
会
説
明
会

　
日
時　
12
月
２
日
㈪
午
前
10
時
～
正
午

　
対
象
者　
町
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

▼
シ
ル
バ
ー
さ
ろ
ん

　

�

日
時　
①
11
月
11
日
㈪
②
20
日
㈬
③
12
月
２

日
㈪
④
10
日
㈫
午
前
10
時
～
午
後
３
時

※�

②
は
「
デ
ッ
サ
ン
教
室
」「
習
字
教
室
」
④

は
「
デ
ッ
サ
ン
教
室
」
開
催
。
詳
し
く
は
25

ペ
ー
ジ
。

ｑ�

精
華
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
ｔ
98

－

０
５
１
０

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

せ
い
か
祭
り
で
も
会
員
が
大
活
躍

努
力
が
結
実
！
精
華
中 

府
大
会
で
金
賞
！

　
第
32
回
京
都
府
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
が

９
月
８
日
㈰
に
行
わ
れ
、
精
華
中
学
校
吹
奏
楽

部
が
初
の
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
同
コ
ン
テ
ス
ト
の
中
学
の
部
で
金
賞
を
受
賞

し
た
の
は
町
内
で
初
と
な
り
ま
す
。

　

京
都
府
代
表
と
し
て
、
９
月
23
日
（
祝
・

月
）
に
丸
善
イ
ン
テ
ッ
ク
ア
リ
ー
ナ
（
大
阪

府
）
で
行
わ
れ
た
第
47
回
関
西
マ
ー
チ
ン
グ
コ

ン
テ
ス
ト
に
出
場
し
た
吹
奏
楽
部
の
代
表
が
、

10
月
３
日
㈭
、
町
役
場
を
表
敬
訪
問
し
ま
し

た
。

　
令
和
元
年
度
精
華
町
議
会
定
例
会
９

月
会
議
で
町
議
会
の
同
意
を
得
て
、
田

中
茂
さ
ん
（
京
都
市
）
が
公
平
委
員
会

委
員
に
再
任
（
３
期
目
）
さ
れ
ま
し
た
。

　
公
平
委
員
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
町
職
員
の
勤
務
条
件
に
関

す
る
措
置
や
町
職
員
に
対
す
る
不
利
益

処
分
を
審
査
し
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
必

要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
を
職
務
と
し

て
い
ま
す
。

　
任
期
は
、
令
和
５
年
10
月
８
日
ま
で

の
４
年
で
す
。

公
平
委
員
会
委
員
田
中
茂
さ
ん 

再
任 

第３回精華町商工会まちゼミ
　第３回精華町商工会まちゼミが７月１日（月）～ 31日

（水）の１カ月間、町内の各事業所や商工会館などでにぎ
やかに行われ、880人の方々に参加いただきました。
　まちゼミは店主が講師となりプロの技を学ぶ無料のミ
ニ講座です。
　参加者からは、「家でできない体験ができた、より興味
が湧いた、今後利用したい」など、嬉しい声をたくさん
いただきました。
　いただいた要望を大切に、来年も開催する予定です。

LED ランプを作る様子

令和元年度
精華町成人式

　令和元年度精華町成人式を１月13日（祝・月）、
けいはんなプラザ・メインホールで行います。時間
は午後１時30分からです（午後１時開場）。
　対象者は平成11年４月２日～ 12年４月１日生ま
れの方です。対象者には案内状（入場券）を郵送しま
す。町外に転出した方や11月１日（金）以降に転入し
た方で、出席を希望する方は、次のところへ連絡し
てください。
ｑ生涯学習課社会教育係ｔ95－1907

平成31年成人式の様子
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広 告　

高齢者の皆さんに“明るく楽しい”
一日を提供します

ご見学・一日体験、大歓迎です！

精華町デイサービスセンター神の園

☎ ９３－０８４６
京都府指定通所介護事業者

№2671400071

水曜・日曜・祝日休診
土曜午後休診
駐車15台可

町役場関係部署などのファクス番号・Eメールアドレスは30ページに掲載しています。

受け付けは全保育所と役場で
　申し込み日時・場所は次の通りです。必要書類に不備が
ある場合は、受け付けできません。

小規模保育事業所も募集
　小規模保育事業所「チャイルド・ルーム・ヒナ」( せい
かだい保育所北側 )・「すもも園」（精華町消防本部南側）で
も、利用児童を募集（若干名）します。
　いずれの施設も０～２歳児が対象。「チャイルド・ルーム・
ヒナ」は定員９人、「すもも園」は定員19人での少人数保育を
行っています。同事業所への申し込みも、保育の必要性の
認定を受けるための手続きと保育利用の申し込みが必要で
す。申込書の配布・受付場所は、子育て支援課のみです。
　同事業所の実施主体は、社会福祉法人京都長尾会です。
保育料の支払い先は京都長尾会になります。

本年度途中入所は今月まで
　現在、各保育所では定員を超えているため、クラスに
よっては途中入所ができない状況です。12月２日（月）以
降は、原則として本年度の途中入所を受け付けません。
　また、本年度の途中入所を申し込んでいて保留になって
いる方のうち、来年度も入所を希望する場合は、あらため
て保育の必要性の認定を受けるための手続きと保育利用の
手続きが必要です。
ｑ子育て支援課保育係ｔ95－1917

来年４月からの町立保育所への入所の受け付けを12月９
日（月）～ 13日（金）まで行います。「令和２年度精華町保育
の利用・申込のしおり」をよく読んで申し込んでください。

保育の必要性をチェック
　保育所への入所を申し込みできるのは、保護者が次の理
由で保育できない場合です。
□就労
□妊娠・出産
□保護者の病気・障害
□同居または長期入院などしている親族の介護・看護
□災害復旧
□求職活動
□就学
□虐待やＤＶの恐れがあること
□ 育児休業取得中に、既に保育を利用している子どもがい

て継続利用が必要であること（新規入所は不可）
□そのほか、上記に類する状態として町が認める場合

対象は満6カ月から
　今回募集するのは、来年４月１日現在満６カ月以上で、
平成26年４月２日以降に生まれた０～５歳児です。
　募集人数はいずれの年齢も若干名。
　町内の保育所は次の通りです。
・ほうその保育所
・こまだ保育所
・いけたに保育所
・ひかりだい保育所（公設民営）
・せいかだい保育所（公設民営）

申込書配布は11日から
　保育の必要性の認定を受けるための申請書や入所申込
書、令和２年度精華町保育の利用・申込のしおりなどの書
類は11月11日（月）からの平日に町内各保育所・役場子育
て支援課（２階）で配布します。

町内保育所

令和２年度入所受付 12月９日（月）から

受付日 受付時間 受付場所
12月 9 日（月） 午後２時～３時 いけたに保育所
12月10日（火） 午後２時～３時 せいかだい保育所
12月11日（水） 午後２時～３時 ほうその保育所
12月12日（木） 午後２時～３時 ひかりだい保育所
12月13日（金） 午後２時～３時 こまだ保育所

12月 9 日（月）
  ～13日（金）

午前９時～ 11時30
分・午後１時～４時
30分

町役場子育て支援
課（２階）

　
高
齢
者
向
け
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

を
、
町
内
実
施
医
療
機
関
【
注
１
】
な
ど
で
受

け
ら
れ
ま
す
。
接
種
回
数
は
１
回
で
す
。
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
は
地
域
差
が
あ
る
も
の
の

１
月
上
旬
か
ら
３
月
上
旬
が
最
盛
期
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
予
防
接
種
を
受
け
て
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
対
す
る
抵
抗
力
が
付
く
ま
で
約
２
週
間
か
か

り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
12
月
中
旬
ま
で
に

受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

　
・
接
種
日
現
在
65
歳
以
上
の
方

　
・�

接
種
日
現
在
60
～
64
歳
で
、
心
臓
ま
た
は

腎
臓
、
呼
吸
器
の
機
能
、
ま
た
は
ヒ
ト
免

疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に

障
害
が
あ
り
、
そ
の
障
害
が
身
体
障
害
１

級
相
当
の
方
（
事
前
に
申
請
が
必
要
）

▼
費
用

　

�

１
５
０
０
円
（
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
、
事

前
に
申
請
を
す
れ
ば
無
料
）

▼
接
種
方
法

　

�

接
種
を
希
望
す
る
医
療
機
関
・
施
設
に
よ
っ

て
手
続
き
が
異
な
り
ま
す
。

　
・ 

町
内
実
施
医
療
機
関
・
町
内
施
設
、
木
津

川
市
指
定
医
療
機
関
の
場
合

　
　

�

接
種
に
必
要
な
予
診
票
は
、
各
実
施
医
療

機
関
・
施
設
に
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、

予
約
の
上
、
健
康
保
険
証
を
持
参
し
て
予

防
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
・
京
都
府
・
奈
良
県
の
医
療
機
関
の
場
合

　
　

�

接
種
に
必
要
な
予
診
票
を
健
康
推
進
課
の

窓
口
で
即
日
発
行
し
ま
す
の
で
、
窓
口
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
一
部
の
医
療
機
関

で
は
、
即
日
発
行
で
き
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
お
急
ぎ
の
方
は
、
事
前
に
健

康
推
進
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
・ 

他
府
県
（
奈
良
県
を
除
く
）
の
医
療
機
関
の
場
合

　
　

�

接
種
費
用
の
助
成
を
受
け
る
に
は
、
事
前

に
申
請
が
必
要
で
す
。

　
・
町
外
施
設
の
場
合

　
　

�

一
部
の
施
設
を
除
き
、
接
種
費
用
の
助
成
を

受
け
る
に
は
、
事
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

▼
事
前
申
請
が
必
要
な
方

　

�

申
請
書
【
注
２
】・
印
鑑
を
健
康
推
進
課
の

窓
口
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
60
～
64
歳
の

方
は
、
身
体
障
害
手
帳
な
ど
の
障
害
の
程
度

を
確
認
で
き
る
書
類
も
必
要
で
す
。

　

�

郵
送
で
申
請
さ
れ
る
方
は
、
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
返
信
用
封
筒
（
84
円
切
手

を
貼
付
）
を
同
封
の
上
、
健
康
推
進
課
ま
で

郵
送
す
れ
ば
必
要
書
類
を
返
送
し
ま
す
。

▼
注
意
事
項

　

�

他
府
県
（
奈
良
県
を
除
く
）
の
医
療
機
関
・

町
外
施
設
で
接
種
を
希
望
す
る
方
は
、
必
要

書
類
を
郵
送
す
る
ま
で
に
申
請
書
受
理
日
か

ら
起
算
し
て
10
日
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
注
１
】
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
広
報
誌
「
華
創
」

10
月
号
６
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

【
注
２
】
健
康
推
進
課
の
窓
口
の
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

ｑ
健
康
推
進
課
保
健
予
防
係
ｔ
95

－

１
９
０
５

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
早
め
に

～
12
月
25
日
㈬
ま
で
～

今
回
は
“
医
療
保
険
の
保
障
内
容
”
に
関
す
る

相
談
を
紹
介
し
ま
す
。

　
新
た
に
医
療
保
険
な
ど
の
加
入
を
検
討
す
る

場
合
は
、
ま
ず
公
的
医
療
保
険
（
健
康
保
険
や

国
民
健
康
保
険
な
ど
）
や
、
す
で
に
加
入
し
て

い
る
医
療
保
険
で
ど
こ
ま
で
保
障
さ
れ
る
か
を

確
認
し
、
何
が
必
要
で
あ
る
か
を
考
え
判
断
し

た
上
で
、
加
入
す
る
場
合
は
十
分
な
説
明
を
受

け
、
約
款
を
読
ん
で
か
ら
契
約
し
ま
し
ょ
う
。

　
保
険
金
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
い
つ
で
も
確

認
が
で
き
る
よ
う
、
約
款
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な

ど
保
険
会
社
か
ら
受
け
取
っ
た
資
料
は
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
今
回
は
保
険
金
の
支
払

い
で
、
よ
く
あ
る
ト
ラ
ブ
ル
を
紹
介
し
ま
す
。

①
約
款
の
免
責
事
由
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

Ｑ�

保
険
金
を
請
求
し
た
と
こ
ろ
、
約
款
の
免
責

事
由
に
該
当
す
る
た
め
支
払
え
な
い
と
言
わ

れ
ま
し
た
が
、
契
約
時
に
は
そ
の
よ
う
な
説

明
は
受
け
て
い
ま
せ
ん
。

Ａ�

「
ど
の
よ
う
な
場
合
に
い
く
ら
保
険
金
が
支

払
わ
れ
る
か
」
だ
け
で
な
く
、「
ど
の
よ
う

な
場
合
に
支
払
わ
れ
な
い
か
」
に
つ
い
て
保

険
会
社
に
確
認
し
、
保
障
の
内
容
を
十
分
に

理
解
し
た
上
で
契
約
し
て
く
だ
さ
い
（
口
頭

だ
け
で
な
く
約
款
な
ど
も
確
認
す
る
こ
と
）。

②
告
知
義
務
違
反
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

Ｑ�

入
院
歴
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
な
い
で
契
約
し

ま
し
た
が
、
保
険
金
請
求
時
に
な
っ
て
、
告

知
義
務
違
反
を
理
由
と
し
て
保
険
金
が
支
払

実
際
の
保
障
内
容
と
消
費
者
の
理
解
に
大
き
な
ず
れ

わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

Ａ�

保
険
加
入
時
に
お
け
る
告
知
書
に
は
正
確
に

回
答
す
る
必
要
が
あ
り
、
事
実
と
相
違
し
た

告
知
を
す
る
と
告
知
義
務
違
反
と
な
り
、
保

険
金
が
支
払
わ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

�

た
だ
し
、
納
得
で
き
な
い
場
合
な
ど
は
、
告

知
の
内
容
と
保
険
金
請
求
に
至
っ
た
病
気
の

関
係
に
つ
い
て
保
険
会
社
に
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

※�

通
常
、
生
命
保
険
会
社
は
「
給
付
金
」、
損

害
保
険
会
社
は
「
保
険
金
」
と
い
う
用
語
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
を

　

困
っ
た
と
き
は
、
相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
木
津
川
市
木
津
上
戸
15
番
地
・
相
楽
会
館
１

階
）
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
受
付
時
間
は
平
日

の
午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時
で
す
。

　
土
日
・
祝
日
（
年
末
年
始
を
除
く
）
に
は
、

京
都
府
・
京
都
市
が
共
同
で
設
置
し
て
い
る

「
消
費
生
活
土
日
祝
日
電
話
相
談
」
で
、
特
定

非
営
利
活
動
法
人
京
都
消
費
生
活
有
資
格
者

の
会
が
受
け
付
け
て
い
ま
す
（
ｔ
０
７
５

－

２
５
７

－

９
０
０
２
）。
受
付
時
間
は
午
前
10

時
～
午
後
４
時
で
す
。

ｑ
相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
ｔ
72

－

９
９
５
５

相
楽
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー

（
相
楽
会
館
１
階
）京

都
山
城
総
合

医
療
セ
ン
タ
ー

山
城
南

保
健
所

山
城
広
域

振
興
局24

Ｊ
Ｒ
木
津
駅

9 November 8November
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求
が
遅
れ
た
場
合
）
は
、
請
求
し
た
月
の
翌
月

分
か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
。

ｑ�

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
ｔ

０
５
７
０

－

05

－

４
０
９
２
ま
た
は
03

－

５

５
３
９

－

２
２
１
６

国
民
年
金
保
険
料
は
控
除
対
象

　
国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書

　
平
成
31
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
元
年
９
月
30

日
ま
で
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た

方
に
対
し
、『
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
』（
以
下
、
控
除
証
明
書
）

が
11
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
社
会
保
険
料
を
支
払
っ
た
場
合
に
、
そ
の
支

払
っ
た
金
額
に
つ
い
て
所
得
控
除
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
「
社
会
保
険
料
控

除
」
と
い
い
ま
す
。
控
除
で
き
る
金
額
は
、
そ

の
年
に
実
際
に
支
払
っ
た
金
額
の
全
額
で
す
。

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
国
民
健
康
保
険
や
健

康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
料
な
ど
を
納
め
た
と

き
と
同
様
に
「
社
会
保
険
料
控
除
」
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

※�

令
和
元
年
中
に
本
年
度
分
や
来
年
度
分
ま
で

の
保
険
料
を
前
納
し
た
場
合
や
、
過
去
の
未

納
と
な
っ
て
い
る
保
険
料
の
納
付
、
免
除
な

ど
の
承
認
済
期
間
の
保
険
料
を
追
納
さ
れ
た

場
合
に
も
、
令
和
元
年
分
の
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

控
除
を
受
け
る
に
は

　
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
年

末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
、
国
民
年
金
保
険

料
を
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付

が
必
要
で
す
。

　
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
、
今
回
送

付
さ
れ
る
控
除
証
明
書
、
ま
た
は
現
金
に
よ
る

納
付
書
支
払
い
の
場
合
に
発
行
さ
れ
て
い
る
領

収
書
を
必
ず
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
本
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

の
間
に
納
付
さ
れ
た
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い

て
は
、
例
年
、
翌
年
２
月
上
旬
ご
ろ
に
日
本
年

金
機
構
か
ら
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
確
定
申
告

の
際
に
添
付
の
上
、
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

家
族
の
分
を
納
め
た
ら
？

　
生
計
を
一
に
す
る
配
偶
者
や
そ
の
ほ
か
の
親

族
が
負
担
す
べ
き
国
民
年
金
保
険
料
を
家
族

（
親
族
）
が
納
め
た
場
合
に
は
、
そ
の
金
額
を

納
め
た
方
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

控
除
証
明
書
の
内
容
に
つ
い
て

　
控
除
証
明
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
に
つ

い
て
不
明
な
点
は
、
京
都
南
年
金
事
務
所
、
ま

た
は
「
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
」
へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

ｑ�

京
都
南
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課
ｔ
０
７
５

－
６
４
４

－

１
１
６
５
（
代
表
）、
ね
ん
き

ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
ｔ
０
５
７
０

－

０
０
３

－

０
０
４
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）
ま
た
は
03

－
６
６
３
０

－

２
５
２
５

ご
存
じ
で
す
か
？
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク

　
義
足
や
人
工
関
節
を
使

用
し
て
い
る
方
、
内
部
障

害
や
難
病
の
方
、
ま
た

は
、
妊
娠
初
期
の
方
な

ど
、
援
助
や
配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
が

外
見
か
ら
は
分
か
ら
な
い
方
が
い
ま
す
。
そ
う

し
た
方
が
、
周
囲
の
方
に
配
慮
を
必
要
と
し
て

い
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
こ
と
で
、
援
助
を
得
や

す
く
な
る
よ
う
、
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
配
布
し
て

い
ま
す
。

▼�

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
身
に
つ
け
て
い
る
方
を
見

か
け
た
ら

　
・�

電
車
や
バ
ス
の
中
で
席
を
譲
っ
て
く
だ
さ

い
（
外
見
で
は
健
康
に
見
え
て
も
、
疲
れ

や
す
か
っ
た
り
、
同
じ
姿
勢
を
保
つ
こ
と

が
困
難
な
方
が
い
ま
す
）。

　
・�

駅
や
商
業
施
設
で
、
声
を
か
け
る
な
ど
の

配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
（
突
発
的
な
出
来

事
に
対
し
て
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
こ
と

が
困
難
な
方
が
い
ま
す
）。

▼
配
布
場
所

　
社
会
福
祉
課
、
山
城
南
保
健
所
福
祉
室

ｑ�

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
受
取
に
関
す
る
こ
と

　 

精
華
町
役
場
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係
ｔ
95

－１
９
０
４
、
山
城
南
保
健
所
福
祉
室
ｔ
72

－

０
９
７
９

　

�

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
事
業
全
般
に
関
す
る
こ
と

　

�

京
都
府
障
害
者
支
援
課
ｔ
０
７
５

－

４
１
４

－

４
５
９
８

毒
物
劇
物
危
害
防
止
運
動

　
毒
物
や
劇
物
は
、
農
薬
・
燃
料
な
ど
、
私
た

ち
の
身
近
な
場
所
で
使
用
さ
れ
、
取
り
扱
い
を

間
違
え
る
と
重
大
な
被
害
が
生
じ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
次
の
こ
と
を
守
っ
て
毒
物
や
劇

物
の
取
り
扱
い
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

正
し
い
使
用
・
保
管
管
理
・
廃
棄
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

・�

盗
難
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
鍵
の
か
か
る
専
用

の
保
管
庫
に
入
れ
、
毒
物
や
劇
物
以
外
の
も

の
と
一
緒
に
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・�
容
器
、
保
管
場
所
に
は
「
医
薬
用
外
毒

物
」、「
医
薬
用
外
劇
物
」
と
法
令
に
従
っ
て

正
し
く
表
示
し
ま
し
ょ
う
。

・�

飲
食
物
の
容
器
に
は
、
絶
対
に
入
れ
替
え
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

・�

廃
棄
は
決
め
ら
れ
た
方
法
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

・�

常
に
在
庫
を
確
認
し
、
万
が
一
盗
難
や
紛
失

が
あ
っ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
警
察
に
通
報
し

ま
し
ょ
う
。

・�

飛
散
、
流
出
な
ど
さ
せ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に

保
健
所
や
警
察
・
消
防
機
関
に
通
報
し
ま

し
ょ
う
。

ｑ�

山
城
南
保
健
所
環
境
衛
生
室
ｔ
72

－

４
３
０

３

（
申
し
込
み
・
登
録
済
み
の
方
も
同
様
）

▼
対
象
者

　
◆��

子
宮
が
ん
検
診
：
令
和
元
年
12
月
31
日
時

点
で
20
歳
以
上
の
偶
数
年
齢
の
女
性

　
◆�
乳
が
ん
検
診
：
令
和
元
年
12
月
31
日
時
点

で
40
歳
以
上
の
偶
数
年
齢
の
女
性

　
※�

奇
数
年
齢
で
昨
年
度
受
診
さ
れ
て
い
な
い

方
も
受
診
可
能
で
す
。
申
し
込
み
時
に
伝

え
て
く
だ
さ
い
。

　
※�

今
年
度
よ
り
子
宮
が
ん
検
診
の
受
診
が
２

年
に
１
回
に
な
り
ま
す
。

▼
申
込
方
法

　

�

11
月
29
日
㈮
ま
で
の
平
日
午
前
９
時
～
正

午
・
午
後
１
時
～
５
時
ま
で
に
健
康
推
進
課

（
２
階
）
窓
口
ま
で
。

ｑ�

健
康
推
進
課
保
健
予
防
係
ｔ
95

－

１
９
０
５

不
妊
治
療
な
ど
に
助
成

　
町
や
京
都
府
で
は
、
不
妊
治
療
や
不
育
治
療

な
ど
、
特
定
不
妊
治
療
に
か
か
っ
た
費
用
の
一

部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

町
の
助
成

▼
対
象
と
な
る
治
療

　
①
一
般
不
妊
治
療

　
　
保
険
適
用
の
あ
る
治
療
と
人
工
授
精

　
②
不
育
治
療
な
ど

　
　

�

流
産
や
死
産
を
繰
り
返
す
「
不
育
症
」
の

原
因
検
査
や
治
療
（
い
ず
れ
も
保
険
適
用

の
あ
る
も
の
）

▼
対
象
者

　

�

町
内
に
住
所
を
有
し
、
京
都
府
に
引
き
続
き

１
年
以
上
居
住
地
を
有
す
る
夫
婦
（
事
実
婚

を
含
む
。
た
だ
し
、
人
工
授
精
の
治
療
費
を

申
請
す
る
場
合
は
婚
姻
の
届
け
出
が
必
要
）

で
、
各
種
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

　
※�

一
般
不
妊
治
療
の
人
工
授
精
に
限
り
、
法

律
上
の
夫
婦
と
し
ま
し
た
。

▼
助
成
額

　

�

不
妊
治
療
に
か
か
る
被
保
険
者
負
担
額
の
２

分
の
１
（
限
度
額
あ
り
）

▼
申
請
方
法

　

�

診
療
日
か
ら
１
年
以
内
に
必
要
書
類
【
注
】

を
直
接
、
健
康
推
進
課
（
２
階
）
へ
。

【
注
】
申
請
書
・
医
療
機
関
証
明
書
・
請
求
書
。
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

ｑ�
健
康
推
進
課
保
健
予
防
係
ｔ
95

－

１
９
０
５

京
都
府
の
助
成

　
１
回
の
治
療
に
つ
き
15
万
円
ま
で
、
男
性
不

妊
治
療
は
20
万
円
ま
で
（
い
ず
れ
の
治
療
も
初

回
の
治
療
は
30
万
円
ま
で
）、
助
成
さ
れ
ま
す
。

※�

治
療
ス
テ
ー
ジ
に
よ
り
助
成
金
額
は
異
な
り

ま
す
。

　

京
都
府
で
は
、
特
定
不
妊
治
療
（
体
外
受

精
・
顕
微
授
精
）
が
対
象
で
、
対
象
者
は
治
療

初
日
の
妻
の
年
齢
が
42
歳
以
下
で
次
の
要
件
を

満
た
し
て
い
る
方
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
卵

子
採
取
に
至
ら
な
い
場
合
を
除
き
ま
す
。

・�

京
都
府
内
（
京
都
市
以
外
）
に
住
民
登
録
し

て
い
る
。

・�

婚
姻
の
届
け
出
を
し
て
い
る
。

・�

指
定
の
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け
て
い
る
。

・�

特
定
不
妊
治
療
が
必
要
と
医
師
に
診
断
さ
れ

て
い
る
。

・�

夫
婦
の
前
年
所
得
合
計
が
７
３
０
万
円
未

満
。

　
申
請
期
間
は
原
則
、
治
療
終
了
日
の
年
度
内

で
す
（
助
成
回
数
・
助
成
額
は
限
度
あ
り
）。

「
き
ょ
う
と
子
育
て
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
で
は
、
不
妊
や
不
育
、
妊
娠
、
出
産
の

相
談
が
で
き
ま
す
（
妊
娠
出
産
・
不
妊
ほ
っ
と

コ
ー
ル
）。
ｔ
０
７
５

－

６
９
２

－

３
４
４
９

〔
平
日
の
午
前
９
時
15
分
～
午
後
１
時
15
分
・

午
後
２
時
～
４
時
（
祝
日
を
除
く
）〕

ｑ�

山
城
南
保
健
所
ｔ
72

－

４
３
０
０

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

　
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
消
費
税
率
引

き
上
げ
分
を
活
用
し
、
年
金
を
含
め
て
も
所
得

が
低
い
方
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
年
金

に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
令
和
元
年
４
月
１
日
時
点
で
老
齢
・
障
害
・

遺
族
年
金
を
受
給
し
、
支
給
要
件
を
満
た
し
て

い
る
方
に
は
、
日
本
年
金
機
構
よ
り
請
求
書

（
は
が
き
）
が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
封
の

案
内
を
確
認
の
上
、
記
入
い
た
だ
き
、
必
ず
提

出
（
郵
送
）
し
て
く
だ
さ
い
。

　
令
和
２
年
１
月
以
降
に
請
求
し
た
場
合
（
請

行
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

お
知
ら
せ

し
ま
す
！

医
療
費
助
成 

申
請
を

　
昭
和
29
年
12
月
生
ま
れ
の
方
へ

　

町
で
は
、
65
～
69
歳
で
要
件
を
満
た
す
方

に
、
医
療
費
（
保
険
適
用
分
）
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
【
注
】。

　
申
請
期
間
は
、
11
月
11
日
㈪
～
15
日
㈮
の
平

日
。
申
請
が
遅
れ
る
と
受
給
者
証
の
使
用
開
始

日
も
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
注
】
対
象
者
に
は
案
内
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

ｑ��

国
保
医
療
課
医
療
係
ｔ
95

－

１
９
２
９

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
、
追
加
申
込
受
付

　
今
年
度
の
役
場
の
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診

を
令
和
２
年
１
月
23
日
㈭
～
31
日
㈮
に
実
施
し

ま
す
。
通
常
の
申
込
期
日
は
、
今
年
４
月
15
日

で
終
了
し
て
い
ま
す
が
、
下
記
対
象
者
の
う
ち

受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
追
加
申
し
込
み
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※�

電
話
や
郵
送
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
必
ず
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

※�

受
診
書
類
は
、
12
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

～購入には購入引換券が必要です～
　町内の各郵便局で精華町プレミアム付商品券の販売を行っていま
す（平日のみ）。
　商品券を購入するためには購入引換券が必要です。購入引換券の
交付申請の受け付けは、12月27日（金）まで行っています。申請手
続きがまだの方は、期間中に申請書を提出してください。
　申請できる方は、一定の要件を満たす必要があり
ます。申請用紙の請求など、詳しくは次のところ
へ。
ｑ社会福祉課共生社会係ｔ95－1904

精華町プレミアム付商品券販売中

1011 NovemberNovember

催事・募集

暮らし・税

環境・美化

教育・子育て

文化・学習

スポーツ

そのほか

防犯・防災

催事・募集

教育・子育て

文化・学習

スポーツ

そのほか

防犯・防災

年金・保険

暮らし・税

環境・美化

健康・医療

福祉・介護

健康・医療

福祉・介護

年金・保険
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都
市
公
園
の
マ
ナ
ー
守
っ
て

　
公
園
は
み
ん
な
の
施
設
で
す
。
利
用
者
が
お

互
い
に
気
持
ち
良
く
使
え
る
よ
う
、
ル
ー
ル

（
法
令
）・
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
町
内
の
都
市
公
園
【
注
】
で
は
、
次
の
行
為

を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

▼
条
例
に
よ
る
禁
止
事
項

　
・�

公
園
内
の
施
設
を
傷
つ
け
た
り
、
汚
し
た

り
す
る
こ
と
。

　
・�

竹
や
木
、
草
花
を
折
っ
た
り
、
採
っ
た
り

す
る
こ
と
。

　
・�

土
地
の
形
質
を
変
え
た
り
、
土
砂
を
採
っ

た
り
す
る
こ
と
。

　
・�

鳥
獣
類
を
捕
っ
た
り
、
殺
傷
し
た
り
す
る

こ
と
。

　
・�

貼
り
紙
や
立
札
、
広
告
を
表
示
し
た
り
す

る
こ
と
。

　
・�

立
ち
入
り
禁
止
区
域
に
立
ち
入
る
こ
と
。

　
・�

指
定
さ
れ
た
場
所
以
外
に
車
両
を
乗
り
入

れ
た
り
、
駐
車
し
た
り
す
る
こ
と
。

　
・�

公
園
を
ほ
か
の
目
的
で
使
用
す
る
こ
と
。

　
・�

た
き
火
、
ま
た
は
火
気
を
も
て
あ
そ
ぶ
こ

と
。

　
・�

そ
の
ほ
か
、
公
園
の
利
用
や
管
理
に
支
障

の
あ
る
行
為
を
す
る
こ
と
。

▼
マ
ナ
ー
に
関
す
る
お
願
い

　
・�

愛
犬
な
ど
の
散
歩
で
利
用
す
る
際
は
、
必

ず
リ
ー
ド
（
引
き
綱
）
を
付
け
、
長
さ
を

調
節
す
る
な
ど
、
動
物
が
苦
手
な
人
や
子

ど
も
に
対
し
、
配
慮
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
ふ
ん
の
処
理
用
具
を
携
帯
し
、
愛
犬

が
ふ
ん
を
し
た
際
に
は
持
ち
帰
る
な
ど
、

後
始
末
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
・�

自
転
車
や
バ
イ
ク
に
つ
い
て
は
、
公
園
内

１
日
㈮
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

　
申
請
に
つ
い
て
の
詳
細
を
記
載
し
た
手
引
き

を
町
役
場
監
理
課
（
３
階
）
窓
口
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
配
布
・
公
開
し
て
い
ま
す
。

▼
受
付
期
間

　
11
月
19
日
㈫
ま
で

▼
申
込
方
法

　

�

受
付
期
間
内
消
印
で
の
郵
送
で
次
の
と
こ
ろ

へ
。

※�

平
日
午
前
９
時
～
11
時
30
分
・
午
後
１
時
～

４
時
に
、
窓
口
で
の
提
出
も
可
能
で
す
が
、

審
査
は
行
い
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
手
引
き
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

物
品
な
ど
の
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
受

付
は
、
来
年
２
月
頃
に
財
政
課
（
５
階
）
で

行
う
予
定
で
す
。

ｑ�

監
理
課
検
査
用
地
係
〒
６
１
９

－

０
２
８

５
（
個
別
番
号
）
ｔ
95

－

１
９
０
９
・

ｍkanri@
tow
n.seika.lg.jp

児
童
虐
待
か
ら
子
ど
も
を
救
う
た
め
に

　
深
刻
な
、
児
童
虐
待
に
よ
る
事
件
は
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。
昨
年
度
、
全
国
の
児
童
相
談
所
で

の
相
談
対
応
件
数
は
、
過
去
最
多
の
15
万
件
を

超
え
て
い
ま
す
。

「
児
童
虐
待
」
は
、
子
ど

も
の
心
身
の
成
長
や
人
格

形
成
に
重
大
な
影
響
を
及

ぼ
す
ば
か
り
で
な
く
、
児

童
が
死
に
至
る
な
ど
悲
惨
な
事
件
に
発
展
す
る

危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　
児
童
虐
待
か
ら
子
ど
も
を
救
う
た
め
に
は
、

大
人
た
ち
が
子
ど
も
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
い
ち
早
く
気

付
い
て
、
児
童
相
談
所
な
ど
の
専
門
機
関
に
つ

へ
の
乗
り
入
れ
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。
ま

た
公
園
入
口
な
ど
に
自
転
車
な
ど
を
駐
車

さ
れ
る
際
に
は
、
周
囲
の
迷
惑
に
な
ら
な

い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
・�

公
園
内
で
の
火
気
の
使
用
は
、
原
則
、
禁

止
し
て
い
ま
す
。
花
火
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

な
ど
も
で
き
ま
せ
ん
。

　
・�

ご
み
は
各
自
で
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

　
・�

危
険
行
為
や
ほ
か
の
公
園
利
用
者
の
迷
惑

と
な
る
行
為
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

【
注
】
春
日
の
森
緑
地
公
園
（
菱
田
地
区
）・
華
広
場

（
祝
園
西
一
丁
目
）・
大
池
公
園
（
同
）・
丸
山
公
園

（
同
）・
精
華
台
各
丁
目
公
園
・
畑
ノ
前
公
園
遺
跡
の

杜
（
精
華
台
一
丁
目
）・
鳥
谷
公
園
（
光
台
七
丁
目
）・

光
台
四
・
五
・
六
・
八
・
九
丁
目
公
園
・
光
台
緑
地

（
前
述
各
丁
目
）・
池
谷
公
園
（
桜
が
丘
二
丁
目
）・

桜
が
丘
各
丁
目
公
園
・
桜
が
丘
緑
地
（
桜
が
丘
四
丁

目
）

ｑ�

建
設
課
管
理
係
ｔ
95

－

１
９
０
１

山
城
教
育
局
管
内
小
・
中
学
校
講
師
登
録
会

　
京
都
府
山
城
教
育
局
で
は
、
11
月
18
日
㈪
～

21
日
㈭
に
講
師
登
録
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
来
年
度
に
小
・
中
学
校
で
の
講
師
を
希
望
の

方
は
、
事
前
に
電
話
で
申
し
込
み
の
上
、
指
定

の
講
師
登
録
票
を
山
城
教
育
局
ま
で
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

　
講
師
登
録
票
は
、
山
城
教
育
局
、
各
市
町
・

広
域
連
合
教
育
委
員
会
の
窓
口
で
配
布
し
て
い

る
ほ
か
、
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
開
催
期
間
以
降
も
、
講
師
登
録
の
受
け
付
け

を
し
て
い
ま
す
。

ｑ�

京
都
府
山
城
教
育
局
学
務
課
（
京
都
府
京
田

な
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

▼�

も
し
も
児
童
虐
待
と
思
っ
た
ら
…

　

�

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　

�

「
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）」

　

�

24
時
間
対
応
で
、
近
く
の
児
童
相
談
所
に
つ

な
が
り
ま
す
（
匿
名
も
可
能
）。
緊
急
の
場

合
は
「
１
１
０
番
」
に
連
絡
を
。

ｑ�

木
津
警
察
署
ｔ
72

－

０
１
１
０

▼�

も
し
も
あ
な
た
が
子
育
て
に
悩
ん
だ
ら
…

　

�

出
産
や
育
児
に
関
す
る
不
安
や
悩
み
が
あ
れ

ば
、
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
ぜ
ひ
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
（
匿
名
も
可
能
）。

ｑ�

子
育
て
支
援
課
児
童
育
成
係
ｔ
95

－
１
９
１

７
、
宇
治
児
童
相
談
所
京
田
辺
支
所
ｔ
68

－

５
５
２
０
、
山
城
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
だ

い
わ
ｔ
98

－

３
８
４
６

指
名
手
配
被
疑
者
の
検
挙
に
協
力
を

　
指
名
手
配
被
疑
者
は
、
殺
人
、
強
盗
な
ど
の

凶
悪
事
件
の
ほ
か
、
暴
行
、
殺
害
、
窃
盗
、
詐

欺
、
横
領
な
ど
の
事
件
に
関
し
て
指
名
手
配
さ

れ
、
再
び
犯
行
を
行
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
警
察
で
は
特
に
重
大
な
犯
罪
の
指
名
手
配
被

疑
者
を
選
定
し
た
上
で
、
11
月
中
に
全
国
警
察

の
総
合
力
を
挙
げ
て
追
跡
捜
査
を
行
う
こ
と
と

し
、
指
名
手
配
被
疑
者
の
早
期
検
挙
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
指
名
手
配
被

疑
者
に
よ
く
似

た
人
を
見
か
け

た
な
ど
、
ど
ん

な
わ
ず
か
な
こ
と
で
も
構
わ
な
い
の
で
、
警
察

に
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

ｑ�

木
津
警
察
署
ｔ
72

－

０
１
１
０

辺
市
田
辺
明
田
１
）
ｔ
62

－

０
２
７
４

忘
れ
ち
ゃ
い
け
な
い
自
賠
責

自
賠
責
保
険
・
共
済
な
し
の
運
行
は
法
令
違
反

　
自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
全
て
の
車
・
バ
イ

ク
１
台
ご
と
に
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
加
害
者
の
賠
償
責
任
を
加
担
す
る
こ
と
で

被
害
者
の
基
本
的
な
賠
償
を
保
障
す
る
制
度
で

あ
り
、
被
害
者
の
救
済
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　
自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万
一
の
自
動
車
事

故
の
際
の
基
本
的
な
対
人
賠
償
を
目
的
と
し

て
、
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
に
基
づ
き
、
原

動
機
付
自
転
車
を
含
む
、
全
て
の
自
動
車
に
加

入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ｑ�

京
都
運
輸
支
局
輸
送
・
監
査
部
門
（
貨
物
係

長
）
ｔ
０
７
５

－

６
８
１

－

９
７
６
５

建
設
工
事
等
入
札
参
加
資
格
審
査

11
月
１
日
か
ら
申
請
補
充
受
付

　
町
が
発
注
す
る
建
設
工
事
等
、
測
量
・
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
業
務
の
令
和
２
年
度
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請
の
補
充
受
け
付
け
を
11
月

▼
12
月
25
日
㈬

　

�

菱
田
（
旧
府
道
か
ら
東
側
）、
里
、
僧
坊

（
旧
府
道
か
ら
東
側
）、
舟
（
農
免
道
路

か
ら
西
側
）

※�

旧
府
道
は
以
前
の
府
道
22
号
線
（
八
幡
木

津
線
）
で
す
。

※�

農
免
道
路
は
、
町
道
菅
井
・
菱
田
線
で
す
。

※�

「
２
０
１
９
年
度
ご
み
の
収
集
日
程
表
」

掲
載
の
日
程
と
同
じ
で
す
。
年
末
年
始
の

日
程
も
同
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ｑ�

環
境
推
進
課
資
源
循
環
係
ｔ
95

－１
９
２
５

今
年
も
12
月
に
各
地
域
で
年
末
の
粗
大
ご
み
収
集
を
実
施
し
ま
す
。
収
集
日
を
守
り
、
出
し

忘
れ
の
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い（
収
集
日
の
朝
８
時
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
）。

▼
12
月
４
日
㈬

　

�

南
（
旧
府
道
か
ら
西
側
）、
南
稲
八
妻
、

植
田
、
祝
園
西
一
丁
目

▼
12
月
５
日
㈭

　

�

菱
田
（
農
免
道
路
か
ら
東
側
）、
滝
ノ

鼻
、
舟
（
農
免
道
路
か
ら
東
側
）、
中
久

保
田

▼
12
月
11
日
㈬

　

�

菱
田
（
旧
府
道
か
ら
西
側
）、
僧
坊
（
旧

府
道
か
ら
西
側
）、
谷
、
北
稲
八
間
（
旧

府
道
か
ら
西
側
）、
旭

▼
12
月
12
日
㈭

　

�

光
台

▼
12
月
14
日
㈯

　

�

山
田
、
桜
が
丘

▼
12
月
17
日
㈫

　

�

北
ノ
堂
、
馬
渕
、
中
（
農
免
道
路
か
ら
東

側
）、
東
、
西
北
（
農
免
道
路
か
ら
東
側
）

▼
12
月
18
日
㈬

　

�

乾
谷
、
柘
榴
、
東
畑

▼
12
月
19
日
㈭

　

�

精
華
台

▼
12
月
20
日
㈮

　

�

南
（
旧
府
道
か
ら
東
側
）、
菅
井
、
北
稲

八
間
（
旧
府
道
か
ら
東
側
）、
西
北
（
農

免
道
路
か
ら
西
側
）、
中
（
農
免
道
路
か

ら
西
側
）

年
末
、
粗
大
ご
み
収
集

みんなで会場をキレイに
せいか祭り2019

　11月17日（日）の「せいか祭り2019」で
は、会場周辺のごみを集める「ひろえば街
が好きになる運動」を行います。参加者に
はごみ袋とトングを貸し出します。
　また、参加者には特製の参加賞をお渡し
しますので、ぜひ参加してください。
受付場所　ピノスけいはんな駐車場

　
バス・エコ
ファミリー

精華くるりんバスなど

親子で乗って○得
　親子でお得にバスを利用できる「バス・エコファミ
リー」が11月、京都府内などで行われます。土日・祝
日に大人と「小学生以下２人以内」で精華くるりんバス
などに乗る場合、大人運賃だけで乗車できます。
　利用の際は、運転手に「エコファミリー」と伝えてく
ださい。
　対象エリアなど詳しくは、町ホームページでも掲載
しています。

▶近隣の対象市町
　精華町・京田辺市・木津川市・和束町ほか
▶近隣の対象路線
　 精華くるりんバス・奈良交通（和束木津線のみ）・木

津川市コミュニティバス（きのつバス、当尾線）・対
象市町を走る京阪バスほか

ｑ都市整備課まちづくり計画係ｔ95－1902

小学生以下２人無料
11月の土日祝限定

1213 NovemberNovember

催事・募集

暮らし・税

福祉・介護

健康・医療

スポーツ

防犯・防災

催事・募集

暮らし・税

年金・保険

福祉・介護

健康・医療

文化・学習

スポーツ

教育・子育て教育・子育て

そのほか

文化・学習

環境・美化

年金・保険

そのほか

防犯・防災

環境・美化
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